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﹇
開
館
時
間
﹈　

午
前
9
時
30
分
〜
午
後
5
時 

（
入
館
は
午
後
4
時
30
分
ま
で
）

﹇
休
館
日
﹈　

月
曜
休
館 

（
た
だ
し
祝
日
の
２
月
 12 
日
は
開
館
）

﹇
観
覧
料
﹈　

一
般
1
、2
0
0
円（
１
、０
０
０
円
）　

大
学
生
１
、０
０
０
円（
８
０
０
円
）

※（　

）内
は
平
日
料
金
。　

※
以
下
の
方
は
、観
覧
料
の
減
免
が
受
け
ら
れ
ま
す（
い
ず
れ
も
公
的
証
明
書
の
提
示
が
必
要
で
す
）

・
下
関
市
内
在
住
の
６５
歳
以
上
の
方
。（
半
額
）／
・
１８
歳
以
下
の
方
、高
等
学
校
、中
等
教
育
学
校
、特
別
支
援
学
校
に
在
学
の
方
。（
無
料
）／

・
障
が
い
者
手
帳
、療
育
手
帳
を
お
持
ち
の
方
。（
無
料
）

継
が
れ
る
想
い

―

悲
母
観
音
か
ら
は
じ
ま
る
物
語

下
関
市
立
美
術
館
開
館
40
周
年
記
念
特
別
展

［主　　催］　下関市立美術館、毎日新聞社、tysテレビ山口 
［特別協力］　国立文化財機構文化財活用センター、東京国立博物館
［助　　成］　一般財団法人自治総合センター
［協　　賛］　川島織物文化館、
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二代川島甚兵衞《悲母観音綴織額》部分、
1895年、東京国立博物館蔵　Image: TNM Image Archives
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〒752-0986 山口県下関市長府黒門東町 1-1
Tel. 083-245-4131
https://www.city.shimonoseki.lg.jp/site/art/

▼バス〔サンデン交通〕
※いずれも「市立美術館・関門医療センター前」下車　
・JR下関駅東口（１，２番乗り場 )から長府、小月、宇部方面行で約２０分。
・JR新下関駅（３番乗り場）から城下町長府経由「マリンランド」行、
　または「下関駅」行で約２５分。
・JR長府駅から「長府駅」または「長府駅前」バス停（国道２号線）から
　「市民病院」行、または「下関駅」行で約１５分。
▼自動車 （国道９号線沿い、関門医療センター向かい )
　中国自動車道下関インターチェンジから下関市街方面に出て、
　壇ノ浦方面に進み、国道９号線合流点を左折後、約５分。
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。
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語
の
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め
に
、狩
野
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崖
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京
美

術
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え
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れ

1 狩野芳崖《仁王捉鬼図》1886年、東京国立近代美術館蔵
2 菱田春草《水鏡》1897年、東京藝術大学蔵
3 四宮義俊《SOKKI-プラスティックドール・浮遊》2017年、
　 作家蔵 ©YOSHITOSHI SHINOMIYA
4 坂本英駿《孔雀》2019年、作家蔵

狩野芳崖《悲母観音》1888年
東京藝術大学蔵、重要文化財
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□＝予約不要。参加は無料ですが、当日の展覧会観覧受付が必要です。
●＝要予約。申込は、美術館ホームページからまたはお電話にて。

□アーティスト・トーク
　※１階講堂および展示室（講堂にお集まりください。）
　2月11日（日）14時～　四宮義俊（日本画家）
　2月24日（土）14時～　坂本英駿（日本画家）

□担当学芸員による美術講座　※１階講堂
　2月18日（日）14時～　第１回　狩野芳崖について
　3月10日（日）14時～　第２回　狩野芳崖の弟子たちについて

□スライドトーク（すわって展示解説）　※１階講堂
　2月13日（火）、17日（土）、27日（火）、3月9日（土）
　各日10時～　※約30分

□ギャラリートーク（まわって展示解説）
　※展示会場（２階展示ホールにお集まりください。）
　2月13日（火）、17日（土）、27日（火）、3月9日（土）
　各日14時～　※約1時間

●造形教室　芳崖筆法講座（仮）　※通用口横 造形室
　2月25日（日）13時～（約3時間）
　講　師／坂本英駿　　参加費／2,000円
　定　員／15名（先着順）

●歴史×エンターテイメント 狩野芳崖コンサートin蛍遊苑
　3月3日（日）14時開演（開場13時30分）～
　場　所／蛍遊苑（長府中土居本町）
　参加費／1,000円　定　員／100名（先着順）
※美術館１階講堂での催事の定員は各回50名を予定しています。
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。
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